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ABSTRAK 

 

Tujuan penelitian ini adalah untuk meneliti bagaimana penggunaan penerapan Metode 

Heuristik dalam pembelajaran bahasa Jepang terhadap kemampuan menulis kalimat 

sederhana siswa smk khususnya kelas XI SMK 45 Lembang Tahun Ajaran 

2017/2018.Penelitian ini menggunakan metode “Pre-Experimental” dengan desain 

eksperimen yang digunakan adalah “One Group Pretest-Posttest Design”. Sampel atau 

sumber data penelitian ini adalah siswa kelas XI SMK 45 Tahun Ajaran 2017/2018 yang 

berjumlah 15 orang. Melaksanakan kegiatan pembelajaran bahasa Jepang selama tiga kali 

pertemuan dengan menggunakan metode pembelajaran heuristik, melaksanakan tes dan 

membagikan angket, lalu diperoleh bagaimana pengaruh terhadap kemampuan menulisnya. 

Dalam penelitian ini, penggunaan metode pembelajaran Heuristik dibantu oleh media gambar. 

Dalam membantu keterampilan membuat kalimat sederhana, metode ini telah diujicobakan 

pada para peserta didik dan telah menunjukan hasil positif. Hal tersebut dapat terlihat dari 

perbandingan hasil nilai rata-rata antara pretest dan post-test, dimana pada pretest hasil nilai 

rata-rata para peserta didik adalah 52,67, sedangkan setelah diberikannya treatment atau pada 

post-test nilai rata-rata peserta didik menjadi 78,6. Berdasarkan perhitungan diperoleh thitung 

sebesar  20,0665 dimana nilai tersebut lebih besar dari nilai signifikansi        2,14 pada 

taraf 5% dan 2,98 pada taraf 1% pada nilai db= 23. Berdasarkan dari hasil angket, peneliti 

dapat menyimpulkan bahwa metode pembelajaran ini dapat meningkatkan minat pembelajar 

terhadap pembelajaran bahasa Jepang. Dari peningkatan minat tersebut, secara tidak langsung 

dapat meningkatkan kemampuan pembelajar dalam berbahasa Jepang khususnya dalam 

menulis kalimat. Secara garis besar, dari hasil angket dapat diketahui bahwa penerapan 

metode pembelajaran heuristik pada pembelajaran bahasa Jepang mendapatkan respon yang 

positif.  

 

 

Kata Kunci: Heuristik, Menulis, Metode.  

 

 



 

Andy Kurnia, 2018 

PENGGUNAAN METODE HEURISTIK UNTUK MENINGKATKAN KEMAMPUAN MENULIS KALIMAT 

SEDERHANA BAHASA JEPANG 

Universitas Pendidikan Indonesia | repository.upi.edu | perpustakaan.upi.edu 
 

 

THE USE OF HEURISTIC’S METHOD TO INCREASE THE ABILITY 

OF WRITING SIMPLE JAPANESE SENTENCE 
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ABSTRACT 

 

The purpose of this research is to figure out the use of applying heuristic in writing simple 

Japanese sentence to students high school especially class XI period 2017/2018. In this 

research, was using “pre-experimental” method with its design “one group pretest-postest”. 

The samples were taken from the class XI student SMK 45 Lembang 2017/2018 by total is 

15 students. Implementation has done by three times with studying method is heuristic, it’s 

given test and spreaded the questionnaires, so it’s gotten how the effect of this studying 

method to the increasment of writing ability. The use of the heuristic method in the research 

as the model of study was being helped by image media as the helping media. In helping the 

skill of making simple sentences, this method has been piloted on the learners and has shown 

positive results. It can be proven by seeing the comparassion between the average result of 

pretest and posttest, where in the pretest the average result is 52.67, whilst after they have 

been given the treatment, in the post-test the average result is changing to be 78.6. according 

to the calculation it has gotten that T-hitung is 20.0665, where that value is bigger than 

signification value which is 2.14 in the level 5% and 2.98 in the level 1%, value of db is 23. 

According to questionnaire’s result, writer has conclusion that this model of study can 

increase the passion to Japanese’s studies for the learners. By that increasment of the passion, 

indirectly it helps the learners to increase their skill in studying Japanese language, especially 

to writing ability. Finally, it can be known and said that this method of study, the use of 

heuristic in Japanese studying has positive feed back. 
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日本語の書く能力向上によるヒューリスティック方法の使用 

「２０１７/２０１８年度 SMK 45 Lembang  の 2年生に対する 

ケース・スタディー」 

 

アンディ クルニア 

1304709 

要旨 

本研究の目的は 2017/2018 年度 SMK 45 Lembang  の二年生を対象にヒューリスティックに

よる作文教育実践は学習者の書く力にどのような影響を及ぼしているかを調査するためで

ある。本研究では Pre-実験的な方法を使用し、One Group Pretest-Posttest Design というメ

ソッドを使用した実験研究のデザインである。データは 2017/2018 年度 SMK 45 Lembang

を受講している二年生１５名を対象とした作文授業において三回ヒューリスティック法を使用

し、事前と事後のテストを行い、アンケートを配布し、データを収集した。本研究はイメージメ

ディアで使用した ヒューリスティック法である。その結果としては学習者の書く力を高める可

能性があったとわかった。事前テストと事後テストの結果を見ると違いがあるのことが明らか

である。事前テストの平均の値は ５２．６７点で、事後テストの結果の平均の値は７８．６点で

ある。計算で、ｔ得点は２０．０６６５、ｄｂは２３で、その結果は、５％のｔ表は２．１４と１％のｔ表

は２．９８より大きい。 

 

キーワード：ヒューリスティック、方法、書く 
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言語は、各人が持能力である。言語は人間と人間との相互作用の道具の一つ

である。Nida (Tarigan, 2013 : 1)によると、言語の 4技能あは、聴解、会話、読解、作

文である。日本語の文章力を向上させるために、ヒューリスティック方法が使用でき

る。この方法は 19世紀に Professor Amstrongによる発明された。このヒューリスティ

ック方法によると、学生は自分で科学の事実を見つけなければならないと言われて

いる。ヒューリスティック方法は、学習者が自分で必要な事実と概念を見つけて発見

させる。 

本研究の方法は、学生に知識と情報を得させる。ヒューリスティック手法は、筆記

能力を向上させることが期待されている。Diah Rodhiyati Mardhiyahの 2009年の研

究では、「ヒューリスティック方法のテキストライティングにおける発見的手法の有効

性」というタイトルの論文は、Heuristic方法を用い、学習者はする前と後にニュース

テキストを書くことが大きな違いがあると示していた。 

しかし、本研究では、「日本語の書く能力向上によるヒューリスティック方法の使

用」というタイトルで、「専門学校の二年生における予備実験」である。 

B. 研究の問題 

1. ヒューリスティック方法を使用する前、実験クラスの日本語の書く能力はどうであ

るか。 

2. ヒューリスティック方法を使用した後、実験クラスの日本語の書く能力はどうであ

るか。 

3. ヒューリスティック方法を使用する前と使用後の有意差はどうであるか。 

4. ヒューリスティック方法を使用した後、実験クラスの印象はどうであるか。 

 

C. 研究の目的 
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1. ヒューリスティック方法を使用する前、実験クラスの日本語の書く能力を知るた

めである。 

2. ヒューリスティック方法を使用した後、実験クラスの日本語の書く能力を知るため

である。 

3. ヒューリスティック方法を使用する前と後の間に有意差を知るためである。 

4. ヒューリスティック方法の使用した後、実験クラスの印象を知るためである。 

 

D. 研究の方法 

本研究は予備実験方法を使用した。本研究のデザインは事前テストと事後テス

トのデザインである。Emzirによると、そのデザインの形は以下のようである。 

 

O1  ：実験クラスでの事前 

O2 ：実験クラスでの事後 

X ：トリートメント 

(Emzir, 2010:97) 

 本研究の対象者は 2017-2018年度レンバン第 45専門学校の二年生である。

また、研究のサンプルは 15 名である。データを得るために、テストとアンケートを使

った。テストは二回行い、事前テストと事後テストである。事前テストは実験クラスの

待遇の前に書く能力を知るためである。事後テストは実験の待遇の後に書く能力を

知るためである。 
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E. 研究の結果 

1. テスト実験の結果 

  本研究の結果は以下のようである。 

事前テストの平均 52,67 

事後テストの平均 78,6 

利得 389 

利得の平均 25,93 

t得点 20,0665 

 

上記の表に基づき、待遇する前に、実験クラスは事前テストの平均点は

52,67 である。待遇する後に、実験クラスは事後テストの平均点は 78,6 であ

る。t得点は 20,0665であり、db = 27の t表 (5% = 2,14)と(1% = 2,98)ので、t

得点が t表より高いということが分かった。 

すなわち、Hkが受けられ、Ho が拒絶される。その結果はヒューリスティッ

ク方法が日本語の書く能力を向上させたということが分かった。 

 

2. アンケートの結果 

アンケートの結果を分析した後、以下の結果のようである： 

ほとんどの学生は、在来の方法よりとヒューリスティックの方法を知っている。

ヒューリスティック方法で日本語の文章を書く時にことが好きである。学生は

熱心に日本語の語彙を探した。 
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学生は在来方法とヒューリスティック方法の違いを認識していたが、すべ

ての生徒が日本語の書く能力が向上すると感じなかった。しかし、生徒は日

本語を学ぶ興味があり、特に簡単な日本語の文章を書くことである。 

 

F. おわりに 

1. 生徒は日本語の簡単な文章を書くことが難しいということが分かった。文法、

語彙、内容と表現の使うことがまだ間違っている。語彙は非常にべんきょうさ

れていたが、少数の学生のみが文章中で種類語彙を使用できる。また、一

部の学生のみが日本語の文章を正しく書かれた。ヒューリスティック方法を使

用する前の平均点は低い。 

2. ヒューリスティック方法を使用した後、文法、語彙、内容と表を改善された。ほ

とんどの学生が日本語の文章を書く能力を向上させた。少数の学習者が日

本語の文章の書く能力を向上させなかった。そして，誰も学習者が日本語の

文章の書く能力が減少されなかった。ヒューリスティック方法使用した後平均

点は高くなった。t 得点は t 表より高いので、本研究の Hk が受けられた。そ

の結果は実験クラスとコントロールクラスの有意差があると分かった。 

3. ヒューリスティック方法を使用する前の平均点は低い。語彙は非常に勉強さ

れていたが、少数の学生のみが文章中で酒類語彙を使用できる。また、一

部の学生のみが日本語の文章を正しく書かれた。ヒューリスティック 方法を

使 用 し た 後 、 文 法 、 語 彙 、 内 容 、 と 表 を 改 善 さ れ た 。 

ほとんどの学生が日本語の文章の書く能力を向上させた。ヒューリスティック

方法を使用する前と後の間に優位者がある 

4. アンケートの分析に基づき、ほとんどの学生は、ヒューリスティック方法の使

用に対する積極的な応答が与えられた。学生は文章の書く能力が向上した

と言われている。そして、ヒューリスティック方法は日本語の能力を向上させ
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ることができると言われている。その上、ヒューリスティック方法は日本語の文

章を書く興味と日本語を学ぶ興味も高くなった。 

 


